
条件分岐と繰り返し 



条件分岐 --- 
場合分けを使った計算 

def max(x,y) 
    if y < x 
        x 
    else 
        y 
    end 
end 

max.rb 

irb(main):003:0> load("./ max.rb") 
=> true 
irb(main):004:0> max(123, 456) 
=> 456 
irb(main):005:0> max(max(12, 34), max(56, 78)) 
=> 78 



3 通りの場合分け 
def sign(x) 
    if x < 0 
        -1 
    else 
        if 0 < x 
            1          # not(x<0) and 0<x 
        else 
            0          # not(x<0) and not(0<x) 
        end 
    end 
end sign.rb 



複雑な条件 

• 色々な比較 
 
 
 
 

• 条件式の組合せ 



複雑な条件 

• 色々な比較 
 
 
 
 

• 条件式の組合せ 

= でないことに注意 
= は代入 



繰り返しによる画像の作成 



与えられた大きさの 1 次元配列を作る 

>> image = Array.new(6) 
=> [nil , nil , nil , nil , nil , nil] 
>> a = Array.new(3) 
=> [nil , nil , nil] 



繰り返しによって、 
配列の全要素をそれぞれ変更する 

>> for i in 0..2 
>>     a[i] = 0 
>> end 
=> 0..2 
>> a 
=> [0, 0, 0] 



make1d と make2d 

>> load("./make2d.rb") 
=> true 
>> make2d(2,3) 
=> [[0, 0, 0], [0, 0, 0]] 
>> image = make2d(3,3) 
=> [[0, 0, 0], [0, 0, 0], [0, 0, 0]] 



2 重の繰り返し 
def sphere(s) 
    image = make2d(s, s) 
    for y in 0..(s-1) 
        for x in 0..(s-1) 
            image[y][x] = b(s, x, y) 
        end 
    end 
    image 
end sphere.rb 

変数 image に入っている配列が 
関数の値として返される  



練習3.2 
• （sphere.rb をダウンロード。） 
• 式(3.2)の計算をする関数 b(s,x,y) を定義せよ。
（sphere.rb の中で定義すればよい。） 
 
 
 
 
 

• show(sphere(100)) を実行して表示される画
像を確めよ。 

(r,r) と (x,y) の間の距離 
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（ただし r = s/2.0） 



進捗状況の確認 

1. show(sphere(100)) がうまく行った時点で投
票してください。 

2. show(sphere(100)) がうまく行かない。 
3. b が定義できた 
4. まだ 



画面のファイルへの保存 
• アプリケーションのユーティリティにある「グラ
ブ」を起動する。 

• メニューバーの「取り込み」メニューの「スク
リーン」を選択し、指示に従って操作する。 

• メニューバーの「ファイル」メニューの「保存」
を選択する。ファイル名を聞かれるのでファイ
ル名を入力する。特に指定しないと、「書類」
のフォルダに保存されるので注意。 

• レポートのメールにファイルを添付する。 
– 「Windows 対応の添付ファイルを送信」にチェック
が入っていることを確認せよ。 



グラブできたか？ 

1. できた 
2. まだ 





レポート • 課題 
– 自分の好きな図を描いてみよう。プログラムと実
行結果の画面を提出してください。 

• 自分で工夫して考えた図を歓迎します。 

– 画面は「グラブ」でファイルに落し、メールに添付
してください。（この際、圧縮しないでください。） 

• 提出先 
  is-komaba@lyon.is.s.u-tokyo.ac.jp 
• Subject:欄は、 

  is-komaba report 1 
としてください。 

• 〆切: 11月10日（過ぎても受け付けます） 



カラー画像の表現 

>> d=[[[0 ,0 ,0] ,[0 ,1 ,0] ,[0 ,0 ,1]] , 
?>       [[1 ,0 ,0] ,[1 ,1 ,0] ,[1 ,0 ,1]]] 
=> [[[0 , 0, 0], [0, 1, 0], [0, 0, 1]] , [[1 , 0, 0], 
[1, 1, 0], [1, 0, 1]]] 
>> show(d) 
=> nil 

R G B 





真偽値を与える論理演算 

irb(main):003:0> x = 3 
=> 3 
irb(main):004:0> 1 < x 
=> true 
irb(main):005:0> x == 2 
=> false 



def is_even(x) 
    x%2 == 0 
end 

load ("./is_even.rb") 
 
def tnpo(n) 
    if is_even(n) 
        n/2 
    else 
        3*n + 1 
   end 
end 

is_even.rb 

tnpo.rb 





練習問題確認プログラム 
• ex03.rb（練習3.1と3.3-3.9）の結果を以下のア
ドレスに送れ。（3.7と3.8はやらなくてよい。） 

  is-komaba@lyon.is.s.u-tokyo.ac.jp 
• Subject:欄は、 

  is-komaba 
としてください。 

• 〆切: 11月3日（祝日なので気を付けろ） 
– 練習問題確認プログラムの結果は出席点の一部
とします。結果の内容は問いません。（習得状況
を知りたい。） 
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